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がロスイカ、カボチャ、メロンの栽培…似ている?
¨似ているところ

○元肥が多いとツルボケと言つて木ばかり成長して実がつきません。

追肥は、実が一定の大きさになつてから行います。これもツルボケに注意。

○親ヅルは本葉4,5枚で摘芯(先を止める)し、子ヅルを伸ばします。
○人の手で受粉した方が良いです。棒を立てて受粉日を書きこみます。

○収穫はタイミングが大切。早いと美味しくないです。収穫の目安は
0小玉スイカ=受粉から30日～35日 大玉スイカ=受粉から40日～45日
・(西洋)カボチャ=受粉から50日  ・メロン=受粉から50日～60日
収穫時期は品種によつて違うので必ず事前に調べます。また、天候によって数日調整します。
「実の色や音、形等を見る」方法もありますが、それはサブ的方法で、簡単で確かなのは日数です。

=違
うところ

○スイカ、カボチャの雌花は子ヅルにつきます。メロンの雌花は孫ヅルにつきます。

○スイカ、カボチャは実が多<ても野菜自身で調整して余分な実を落としますが、メロンは実が多いと

木に負担が掛かり、急に株全部が枯れたりします。余分な実は摘果します。

○スイカ、カボチャも加湿を嫌いますが、特にメロンは加湿に弱<、 高畝にして雨に注意します。

○スイカはあまり追熟させません。(2,3日 )カボチャ、メロンは追熟(収穫後日数を置く)させます。

半農半X(エツクス)という生き方       くす 軒|三
1994年ごろに塩見直紀氏が提唱したもので、当時はとても斬新な言葉でした。_1耗がLと
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今は岸田首相も使う日本語になつています。半農の半は50%ではな<、     ‐・輝~|

90%の人もいれば5%の人もいるでしょう。半 Xは仕事でも趣味でも何でも良いです。専業農家の
人も趣味や社会的活動などで半農半 X、 家庭菜園のみなさんも半農半 X。 ポイントは「農」です。

ある響 |の言葉=辱ギの ア本でもたえオうよι′。6駆:薯1の力聾請をダ5どι′うごとな″ιにとだン。
農地に立つと、野菜や草や虫や鳥の命の輝き(かがやき)を目にします。そして私たちに大きなエネル

ギーを与えて<れます。自然の厳しさにも触れます。「農」というのは不思議なもので、人の生き方なり
感じ方に変化をもたらすようです。

半農をベース(時間でなく気持ちの面でベース)に、半 X(得意なこと、

大好きなこと、使命、ライフワークなど)を充実させ、生活を豊かに

しましよう。みなさんの X(エックス)は何ですか。
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農園利用希望の方へ……晨園の空き情報のお知らせ

<問合せ先>島本町農業振興団体協議会・町民農園部会
fukudaka@arTlail.plala.or.jp
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